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量子コンピュータ  Weekly Report
2026年04月11日  |  30件  |  7カ国

■ 今週の動向
今週は量子コンピューティングの技術進展と、それを取り巻く社会的な動向が顕著でした。特に、IonQが量子コンピューティング
精度で世界記録を樹立したほか、フォールトトレラント量子コンピューティングの物理量子ビット削減に向けた異種アーキテクチャ
の進展が注目されます。同時に、Googleの研究発表により耐量子暗号（PQC）への移行タイムラインが加速され、各国政府や企業
がPQC対応を急務と認識しています。また、ドイツと日本の政府系資金投入やスタートアップへの大規模投資は、グローバルな競争
と産業化に向けた取り組みを加速させています。量子技術の金融やAI、ロボット分野への具体的な応用事例も示され、多様な産業へ
の波及が始まっています。

■ 注目トピック

高精度実現 #03
IonQが2量子ビットゲート忠実度で99.99%を達成
し、量子コンピューティングの新たな精度記録を樹

PQC加速 #07
Googleの研究によりポスト量子暗号への移行タイ
ムラインが短縮され、市場成長と政府のPQC義務化
が

物理Qビット削減 #22
異種アーキテクチャによりフォールトトレラント量
子コンピューティングに必要な物理量子ビットを13
8倍削

国家投資 #01
ドイツ政府がQVLS-iLabsに2300万ユーロを投じる
ほか、ドイツのPixel Photonic

金融応用 #09
ロイズ銀行グループとIBMが量子コンピューティン
グを用いてマネーミュール検出に成功し、金融犯罪
対策へ

■ カテゴリー別動向
耐量子暗号 (PQC)（11件） #04, #05, #07, #11, #12, #16, #23, #24, #27, #28, #29
GoogleのPQC関連研究により暗号解読の脅威が加速し、PQC市場の急成長予測や企業・政府の対策提携が進んでいます。ビットコインなどの仮想
通貨のPQC移行についても活発な議論が交わされています。
技術開発・性能向上（5件） #03, #06, #18, #21, #22
IonQが量子ゲート忠実度で世界記録を樹立し、フォールトトレラント量子コンピューティングの物理量子ビット要件を大幅に削減する新アーキテ
クチャが提案されました。オープンソース量子シミュレータのセキュリテ
産業応用・ソリューション（5件） #08, #09, #13, #19, #26
量子コンピューティングはAIとの融合で機械学習を加速し、金融分野でのマネーミュール検出、ブロックチェーンタスクのテスト、自律移動ロボ
ットの最適化など、具体的な産業応用事例が拡大しています。
政策・投資・標準化（6件） #01, #02, #10, #14, #17, #25
ドイツ政府が量子技術研究に大規模投資を行い、ドイツのスタートアップも資金調達に成功。日本政府も次世代量子コンピュータ開発の公募を開
始し、論理量子ビットの国際標準化に向けた動きも活発化しています。

■ 今後のロードマップ

2026年4月
カナダ政府、連邦部門にPQC移行

計画の提出を義務付け

2026年後半
IonQ、256量子ビットシステム

を発売予定

2029年
IBM、200論理量子ビットのフォ

ールトトレラントシステムを

2030年
ポスト量子暗号市場が28.4億ド

ルへ成長予測

2035年
NSA、国家安全保障システムにお

ける完全な量子耐性を目標

■ 今後の展望
今後2-3年で、量子コンピューティング分野は飛躍的な進化を遂げると予測されます。IonQによる256量子ビットシステムの投入やIBM
のフォールトトレラントシステムに向けたロードマップに見られるように、ハードウェア性能の向上と論理量子ビットへの移行が加速
するでしょう。特に、Googleの研究発表がPQCへの移行タイムラインを短縮したことで、2030年までに28.4億ドル規模への成長が見
込まれるPQC市場は、急速な採用と標準化の進展を伴い拡大するでしょう。量子エラー訂正技術の進歩と異種アーキテクチャの導入に
より、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現が早まり、金融、AI、サイバーセキュリティなど幅広い産業分野で具体的
な応用が本格化すると考えられます。

99.99%
IonQ 2量子ビットゲート忠実度

28.4億ドル
PQC市場予測 (2030年)

2300万ユーロ
QVLS-iLabs資金調達額

138倍
物理量子ビット削減率 (異種アーキテクチャ)
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#01 QVLS-iLabs、ドイツの量子転送第2段階で総額2300万ユーロ（2650万ドル）
の資金を確保

公開日 2026年04月04日  |  Quantum Computing Report  |  ドイツ

概要

ドイツ連邦研究・技術・宇宙旅行省（BMFTR）は、QVLS-iLabs「フューチャークラスター」の第2段階資金
として1,500万ユーロを承認し、今後3年間で追加の貢献を含め総額2,300万ユーロとなります。この投資は
、ハノーバー-ブラウンシュヴァイク地域におけるイオントラップ型量子コンピューティングと量子計測の学
術研究から産業応用への転換を支援します。QVLS-iLabsは、量子ハードウェアにおける技術的優位性を確立
するためのドイツ政府のClusters4Futureイニシアチブの主要な構成要素です。

詳細

ドイツ連邦研究・技術・宇宙旅行省（BMFTR）は、QVLS-iLabs「フューチャークラスター」の第2段階資金と
して1,500万ユーロを承認し、今後3年間で追加の貢献を含め総額2,300万ユーロとなります。この多額の投資は
、ハノーバー-ブラウンシュヴァイク地域におけるイオントラップ型量子コンピューティングと量子計測の学術研
究から実用的な産業応用への転換を支援します。QVLS-iLabsは、量子ハードウェアにおける技術的優位性を確
立することを目指すドイツ政府のClusters4Futureイニシアチブの主要な構成要素です。

このクラスターのロードマップは、既存の高性能コンピューティング環境とのシームレスな統合のための堅牢な
量子コンポーネントの開発に焦点を当てています。第1段階での顕著な成果は、近接場量子制御（NFQC）を使用
して長いコヒーレンス時間を達成するQUDORA
Technologiesのイオントラップ型システムでした。計算を超えて、第2段階ではバッテリー製造用の量子センサ
ーを優先し、電気自動車の持続可能性と性能を向上させるための高精度分析を提供します。
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#02 量子コンピューティング業界が論理量子ビット標準を必要とする理由

公開日 2026年04月06日  |  Forbes  |  米国

概要

量子コンピューティング業界は、物理量子ビット数からより重要な論理量子ビットの指標へと移行しており
、新たな標準化の取り組みが不可欠です。マイクロソフト、IBM、IonQ、Google、Quantinuumなどの業界
リーダーは、現在の物理量子ビットが複雑な計算にはノイズが多すぎるため、信頼性の高い論理量子ビット
を達成するために量子誤り訂正に多額の投資を行っています。国際電気標準会議と国際標準化機構は、普遍
的な標準の必要性に対処するため、量子技術に関する合同技術委員会を設立しました。

詳細

量子コンピューティング業界は、物理量子ビット数に焦点を当てる段階から、より重要な論理量子ビットの指標
へと移行しており、新たな標準化の取り組みが不可欠となっています。マイクロソフト、IBM、IonQ、Google
、Quantinuumなどの業界リーダーは、現在の物理量子ビットが複雑な計算にはノイズが多すぎるため、信頼性
の高い論理量子ビットを達成するために量子誤り訂正に多額の投資を行っています。国際電気標準会議と国際標
準化機構は、普遍的な標準の必要性に対処するため、量子技術に関する合同技術委員会を設立しました。

主要企業は、論理量子ビットを作成し、効果的な誤り訂正を実証するために、多様な技術戦略を追求し、独自の
ハードウェア機能を活用しています。例えば、IBMのロードマップでは、その量子低密度パリティチェックコー
ドなどの進歩に基づいて、2029年までに200論理量子ビット、2033年までに2,000論理量子ビットのシステム
の使用を予測しています。マイクロソフトは、Quantinuumのイオントラップ型ハードウェアと連携した量子仮
想化ソフトウェアを使用して論理量子ビットを作成することに大きな進歩を示し、30個の物理量子ビットから4
個の安定した論理量子ビットを記録的な低エラー率で達成しました。
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#03 IonQ、量子コンピューティング精度で世界記録を樹立

公開日 2026年04月07日  |  Intellectia.AI  |  米国

概要

IonQの量子コンピューティングシステムは、標準的な2量子ビットゲートテストで99.99%の忠実度という
画期的な精度を達成し、量子コンピューティング性能の新たな世界記録を樹立しました。この重要な精度向
上は、様々なアプリケーションでの量子技術の採用を加速させ、市場におけるIonQの競争力を高めることで
しょう。同社は、今年中に256量子ビットシステムを発売し、2030年までに技術を数百万量子ビットにスケ
ールアップするという野心的な計画を持っています。

詳細

IonQの量子コンピューティングシステムは、標準的な2量子ビットゲートテストで99.99%の忠実度という画期
的な精度を達成し、量子コンピューティング性能の新たな世界記録を樹立しました。この重要な精度向上は、様
々なアプリケーションでの量子技術の採用を加速させ、市場におけるIonQの競争力を高めることでしょう。同社
は、今年中に256量子ビットシステムを発売し、2030年までに技術を数百万量子ビットにスケールアップすると
いう野心的な計画を持っています。

もし成功すれば、この戦略的な目標は、特に創薬や材料科学など、高精度量子計算が要求される分野でIonQのリ
ーダーシップを確固たるものにする可能性があります。Alphabet (Google)
やMicrosoftなどの大手テック企業も量子技術の進歩に多額の投資を行っており、Googleは最近、2029年までに
現在のブロックチェーン暗号化を破る可能性のあるアルゴリズムを発表しました。これは、サイバーセキュリテ
ィやその他の分野における量子コンピューティングの急速な進化と潜在的な影響を浮き彫りにしています。
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#04 AIが量子のブレークスルーを促進、世界は「準備不足」

公開日 2026年04月07日  |  Time Magazine  |  米国

概要

Googleと量子コンピューティングスタートアップOratomicが発表した最近の研究論文は、現在のインター
ネット暗号化プロトコルを破る能力を持つ量子コンピュータが予想よりも早く登場する可能性を示唆してお
り、サイバーセキュリティコミュニティに「真の衝撃」を与えています。主要なインターネットセキュリテ
ィプロバイダーであるCloudflareは、量子準備の期限を2029年に加速することで対応しました。Oratomic
の画期的なアルゴリズムの開発には人工知能が重要な役割を果たし、研究者らはAIが研究を加速させたこと
を確認しています。

詳細

Googleと量子コンピューティングスタートアップOratomicが発表した最近の研究論文は、現在のインターネッ
ト暗号化プロトコルを破る能力を持つ量子コンピュータが予想よりも早く登場する可能性を示唆しており、サイ
バーセキュリティコミュニティに「真の衝撃」を与えています。主要なインターネットセキュリティプロバイダ
ーであるCloudflareは、量子準備の期限を2029年に加速することで対応しました。人工知能はOratomicの画期
的なアルゴリズムの開発に不可欠であり、著者らはAIが研究を加速させたことを確認しています。

現在の量子コンピュータは小さすぎて脅威にはなりませんが、2025年の調査では、量子能力の向上とより効率
的なアルゴリズムにより、今後10年以内にこれが変わる可能性が39%あると示唆されていました。米国立標準
技術研究所（NIST）は量子準備の期限を2035年と設定していますが、OratomicとGoogleの複合的な発見は、
このタイムラインを「大幅に」短縮する可能性があります。この研究は主に原子量子コンピュータの効率を高め
るものであり、超伝導システムなどの他のタイプには直接影響を与えません。
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#05 量子ラボが悪意のある行為者が数十年遅れているためビットコインを盗まない理
由

公開日 2026年04月07日  |  CryptoSlate  |  米国

概要

最近の量子コンピューティングの進歩にもかかわらず、専門家は、悪意のある行為者がビットコインのよう
な暗号通貨を危険にさらすために量子技術を使用するにはまだ数十年かかると示唆しています。Googleの「
Willow」チップは2024年後半に閾値以下のエラー訂正を実証し、エンコードされたシステムがスケールする
につれてエラー率が減少する可能性があることを示しました。IBMは、2029年までに200論理量子ビットの
フォールトトレラントシステムに向けたロードマップを詳細に示しており、プロセッサ開発とエラー訂正に
おける継続的な進歩を示しています。

詳細

最近の量子コンピューティングの進歩にもかかわらず、専門家は、悪意のある行為者がビットコインのような暗
号通貨を危険にさらすために量子技術を使用するにはまだ数十年かかると示唆しています。Googleの「Willow
」チップは2024年後半に閾値以下のエラー訂正を実証し、エンコードされたシステムがスケールするにつれて
エラー率が減少する可能性があることを示しました。IBMは、2029年までに200論理量子ビットのフォールトト
レラントシステムに向けたロードマップを詳細に示しており、プロセッサ開発とエラー訂正における継続的な進
歩を示しています。

Quantinuumは、そのシステム上で98個の物理量子ビットから48個の誤り訂正論理量子ビットと64個の誤り検
出論理量子ビットで
significantな成果を報告しています。さらに、同社のHeliosマシンは、ブレークイーブン以上の性能で50個の誤
り検出論理量子ビットを実証しており、量子誤り訂正における継続的な改善を強調しています。これらの開発は
、より安定した信頼性の高い量子システムの構築に業界が注力していることを裏付けていますが、広範な攻撃の
ための暗号学的に関連する量子コンピュータへの道のりはまだ長いです。
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#06 量子ネットワーク、研究室実験を超えて制御システムを獲得

公開日 2026年04月08日  |  Quantum Zeitgeist (reporting on Imperial College London research)  |  イギリス

概要

インペリアル・カレッジ・ロンドンの研究者らは、理論的な量子プロトコルと実用的なネットワーク工学の
ギャップを埋めるため、ネットワーク中心の視点を導入しました。彼らの研究は、現在の量子ネットワーク
シミュレータにおける非現実的な仮定を、実用的な制御プレーンの制限として再定式化することで対処して
います。ソフトウェア定義量子ネットワーキング（SDQN）と量子ネットワークオペレーティングシステム
（QNOS）を提案することで、研究チームは、本質的に脆弱な量子システム内でエンタングルメント、スケ
ジューリング、忠実度を効果的に管理するための基礎的な数学的フレームワークを提供しています。

詳細

インペリアル・カレッジ・ロンドンの研究者らは、Athanasios
Gkelias氏が主導し、理論的な量子プロトコルと実用的なネットワーク工学のギャップを埋めるため、ネットワー
ク中心の視点を導入しました。彼らの研究は、現在の量子ネットワークシミュレータにおける非現実的な仮定を
、実用的な制御プレーンの制限として再定式化することで対処しています。ソフトウェア定義量子ネットワーキ
ング（SDQN）と量子ネットワークオペレーティングシステム（QNOS）を提案することで、研究チームは、本
質的に脆弱な量子システム内でエンタングルメント、スケジューリング、忠実度を効果的に管理するための基礎
的な数学的フレームワーク、Quantum Network Utility Maximisationを提供しています。

この研究は、量子ネットワーキングを専門的な研究室実験から世界的にアクセス可能なインフラストラクチャへ
と変革することを目指しています。SDQNは、量子情報フローのための集中制御システムとして機能し、制御プ
レーンとデータプレーンを分離します。これは、敏感な量子状態におけるデコヒーレンスを軽減するために不可
欠です。
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#07 Googleがポスト量子タイムラインを加速。世界の全CISOが今や購入者に

公開日 2026年04月07日  |  PR Newswire  |  米国

概要

Googleが2026年3月31日に発表したポスト量子暗号（PQC）に関する研究は、楕円曲線暗号の量子解読の推
定タイムラインを大幅に短縮し、世界中の最高情報セキュリティ責任者（CISO）に計画から即座の行動への
移行を促しています。ポスト量子暗号市場は、2025年の約4億2000万ドルから2030年までに28億4000万
ドルへと大幅な成長が予測されており、年平均成長率は46.2%を反映しています。この加速は、カナダ政府
が連邦部門に2026年4月までにPQC移行計画を提出することを義務付けたり、NSAが国家安全保障システム
における完全な量子耐性を2035年と目標設定するなど、政府の義務付けによってさらに推進されています。

詳細

Googleが2026年3月31日に発表したポスト量子暗号（PQC）に関する研究は、楕円曲線暗号の量子解読の推定
タイムラインを大幅に短縮し、世界中の最高情報セキュリティ責任者（CISO）に計画から即座の行動への移行
を促しています。ポスト量子暗号市場は、2025年の約4億2000万ドルから2030年までに28億4000万ドルへと
大幅な成長が予測されており、年平均成長率は46.2%を反映しています。この加速は、カナダ政府が連邦部門に
2026年4月までにPQC移行計画を提出することを義務付けたり、NSAが国家安全保障システムにおける完全な量
子耐性を2035年と目標設定するなど、政府の義務付けによってさらに推進されています。

米国立標準技術研究所（NIST）はすでに、量子耐性暗号アルゴリズムの初期セットを最終決定しています。さら
に、ハイブリッドアプローチを使用してRSAとECCを破るには5,000量子ビット未満で十分である可能性を示唆
する研究を含む、加速された量子アルゴリズムを詳述する新しい研究は、PQC移行の緊急性を増幅させています
。
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#08 エネルギー、コンピューティング、そして量子時代

公開日 2026年04月09日  |  S&P Global  |  米国

概要

量子コンピューティングと人工知能（AI）の融合は急速に進展しており、Google、IBM、Microsoft、Amaz
on（AWS）などのテック巨人や、Quantinuum、IonQ、Rigetti、Xanaduなどの量子ネイティブ企業が統合
努力を主導しています。S&P Global Energy Horizonsの451
Research調査によると、将来の量子ユーザーにとって、AIと機械学習（ML）は量子戦略において依然とし
て最重要課題です。この調査では、量子強化機械学習モデルトレーニング、すなわち量子人工知能（QAI）
が最優先事項であることが強調されています。

詳細

量子コンピューティングと人工知能（AI）の融合は急速に進展しており、Google、IBM、Microsoft、Amazon
（AWS）などのテック巨人や、Quantinuum、IonQ、Rigetti、Xanaduなどの量子ネイティブ企業が統合努力
を主導しています。S&P Global Energy Horizonsの451
Research調査によると、将来の量子ユーザーにとって、AIと機械学習（ML）は量子戦略において依然として最
重要課題です。この調査では、量子強化機械学習モデルトレーニング、すなわち量子人工知能（QAI）が最優先
事項であることが強調されています。

量子エラーをリアルタイムで検出および修正できるフォールトトレラント量子コンピューティングは、数年以内
に登場すると予想されています。しかし、現在のデータセンターアーキテクチャと量子コンピューティングのシ
ームレスな統合の間には、依然として大きな知識とシステム設計のギャップが存在します。したがって、従来の
コンピューティングモダリティと量子コンピューティングモダリティの根本的な違いにより、予測可能な将来に
わたってユニークでカスタマイズされた量子データセンター環境が必要となるでしょう。
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#09 ロイズとIBM、マネーミュール検出のための量子コンピューティング賭け

公開日 2026年04月10日  |  Cyber Magazine  |  イギリス

概要

ロイズ銀行グループとIBMは、実際の量子ハードウェア上で実施された史上最大規模の量子コンピューティ
ング試行の1つを完了し、高度なグラフ分析を通じてマネーミュール活動を特定することに焦点を当てました
。この試行は、匿名化されたデータ内に意図的に埋め込まれた実際のマネーミュールを検出することに成功
し、複雑な金融犯罪ネットワークを処理する量子システムの能力を実証しました。この画期的な進歩は、犯
罪の手口が従来のセキュリティ対策を回避するために常に進化する環境において、新たな脅威検出能力を提
供します。

詳細

ロイズ銀行グループとIBMは、実際の量子ハードウェア上で実施された史上最大規模の量子コンピューティング
試行の1つを完了し、高度なグラフ分析を通じてマネーミュール活動を特定することに焦点を当てました。この
試行は、匿名化されたデータ内に意図的に埋め込まれた実際のマネーミュールを検出することに成功し、複雑な
金融犯罪ネットワークを処理する量子システムの能力を実証しました。この画期的な進歩は、犯罪の手口が従来
のセキュリティ対策を回避するために常に進化する環境において、新たな脅威検出能力を提供します。

プロジェクトのJamieとAdamによると、特定の量子アルゴリズムは、「新しいタイプの機能の生成やより深い
ネットワーク分析を可能にすることで、機械学習を補完する」ことにより、「長期的な可能性」を示しています
。AIが過去のデータのパターン認識に優れている一方で、量子コンピューティングは将来の脅威検出モデルのた
めにより洗練された分析機能を作成できる可能性があり、これは従来の方法では複雑すぎるか費用がかかりすぎ
るかもしれません。この9ヶ月間のコラボレーションは、基礎的な能力が確立されつつあり、ロイズの従業員が
将来の量子強化防御システムの展開に備えていることを示しています。
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#10 米中が量子投資を強化する中、ドイツのPixel
Photonicsが市場参入のため1350万ユーロを調達

公開日 2026年04月10日  |  EU-Startups  |  ドイツ

概要

ミュンスターを拠点とするドイツの超伝導単一光子検出器のイノベーターであるPixel
Photonicsは、市場参入を促進するために1350万ユーロの資金調達に成功しました。この資金は、500万ユ
ーロのシードラウンドと、欧州イノベーション評議会（EIC）アクセラレーターからの追加850万ユーロ（2
50万ユーロの助成金と600万ユーロの株式投資）で構成されています。この多額の投資は、Pixel
Photonicsの専門的な量子技術を、特に将来の量子アプリケーション向けの強力な光検出に焦点を当てた堅牢
で拡張可能な産業製品に変革することを目的としています。

詳細

ミュンスターを拠点とするドイツの超伝導単一光子検出器のイノベーターであるPixel
Photonicsは、市場参入を促進するために1350万ユーロの資金調達に成功しました。この資金は、Futury
Capitalが主導し、Intel Capital、Korea Investment Partners、Deep33、およびFederal Agency for
Disruptive Innovation (SPRIND)
からの出資を含む500万ユーロのシードラウンドと、欧州イノベーション評議会（EIC）アクセラレーターから
の追加850万ユーロ（250万ユーロの助成金と600万ユーロの株式投資）で構成されています。この多額の投資
は、Pixel
Photonicsの専門的な量子技術を、特に将来の量子アプリケーション向けの強力な光検出に焦点を当てた堅牢で
拡張可能な産業製品に変革することを目的としています。

この資金調達は、米国と中国がこの分野への投資を継続的に強化する中、量子技術における世界的な競争が激化
していることを浮き彫りにしています。特に、オランダのフォトニック量子コンピューティング企業QuiX
Quantumが1500万ユーロを確保し、デルフトを拠点とするOrange Quantum
Systemsが量子チップテストのために1200万ユーロを調達するなど、同等のヨーロッパでの活動も記事で言及
されています。
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#11 TOPPANホールディングス・NICT・ISARA、認証局における耐量子計算機暗
号へのシームレスな移行技術を実証

公開日 2026年04月09日  |  TOPPANホールディングス / NICT / ISARA (共同プレスリリース)  |  日本

概要

TOPPANホールディングス、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）、およびISARA
Corporationの3者は、インターネット通信のセキュリティ基盤である認証局の仕組みにおいて、現行暗号か
ら耐量子計算機暗号（PQC）へのシームレスな移行技術の実証に成功しました。この技術は、量子コンピュ
ータによる解読が困難とされるPQCへの段階的な移行を可能にするものです。実証実験では、第2ルート証明
書を用いることで、サーバーとクライアント間の通信安全性を維持しながら移行を実現しました。

詳細

TOPPANホールディングス、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）、およびISARA
Corporationの3者は、インターネット通信のセキュリティ基盤である認証局の仕組みにおいて、現行暗号から耐
量子計算機暗号（PQC）へのシームレスな移行技術の実証に成功しました。この技術は、将来の量子コンピュー
タの脅威に備え、現在のデジタルセキュリティシステムを強化する上で重要な一歩となります。

実証実験では、第2ルート証明書を用いることで、サーバーとクライアント間の通信安全性を維持しながら移行
を実現しました。本技術は、PQCの標準化および実装に向けた動きを加速させるものと期待されており、量子コ
ンピュータによる解読が困難とされるPQCへの段階的な移行を可能にします。
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#12 量子コンピューティング：デジタル暗号化の静かなるキラー

公開日 2026年04月04日  |  Yonhap News (en.yna.co.kr)  |  韓国

概要

量子コンピューティングは、AIよりも長期的に見てデジタルセキュリティに対しより大きな脅威をもたらす
可能性があると報じられています。現代のシステムを支える暗号化を破壊する能力があるため、データ保護
の基盤を静かに蝕む恐れがあります。AIが倫理的および社会的なリスクで注目を集める一方で、量子技術の
進歩はデータの安全性を脅かす潜在的な力を秘めていると指摘されています。

詳細

量子コンピューティングは、AIよりも長期的に見てデジタルセキュリティに対しより大きな脅威をもたらす可能
性があると報じられています。現代のシステムを支える暗号化を破壊する能力があるため、データ保護の基盤を
静かに蝕む恐れがあります。AIが倫理的および社会的なリスクで注目を集める一方で、量子技術の進歩はデータ
の安全性を脅かす潜在的な力を秘めていると指摘されています。

この記事は、特に金融や国家安全保障といった機密性の高い分野における、量子コンピューティングがもたらす
広範な影響について警告しています。世界中で量子耐性のある暗号への移行が急務であるという認識が高まって
おり、データ保護の将来にとって極めて重要な課題となっています。
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#13 スタートアップが研究者に量子コンピュータで初めてブロックチェーンタスクを
テストさせる

公開日 2026年04月04日  |  MEXC News (via BitcoinEthereumNews.com)  |  日本

概要

あるスタートアップ企業が、研究者が量子コンピュータ上で初めてブロックチェーンタスクをテストできる
サービスを開始しました。この取り組みは、量子コンピューティングとブロックチェーン技術の融合の可能
性を探るものです。特に、量子コンピュータがブロックチェーンのセキュリティや処理速度にどのような影
響を与えるかに関心が集まっています。

詳細

あるスタートアップ企業が、研究者が量子コンピュータ上で初めてブロックチェーンタスクをテストできるサー
ビスを開始しました。この取り組みは、量子コンピューティングとブロックチェーン技術の融合の可能性を探る
ものです。特に、量子コンピュータがブロックチェーンのセキュリティや処理速度にどのような影響を与えるか
に関心が集まっています。

このサービスは、新たな市場機会を創出し、分散型台帳技術の未来を形作る可能性があります。日本取引所グル
ープ（JPX）が仮想通貨に対して厳しい姿勢をとっている状況で、この種の技術革新が注目されており、将来の
金融インフラへの影響が期待されます。
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#14 世界の量子技術投資と国家戦略の最新情報

公開日 2026年04月04日  |  VonWallace.com (compilation of various sources, including South Korean news outlets)  |  韓国

概要

複数の情報源からの集計記事によると、量子技術への世界的な投資と国家戦略が活発化していることが報じ
られています。特に韓国を含む各国政府が、量子技術の研究開発と産業応用を加速させるための戦略的な取
り組みを進めていることが示唆されています。これらの戦略は、量子プロセッサの性能向上、量子エラー訂
正、耐量子暗号の開発など、多岐にわたるトピックをカバーしています。

詳細

複数の情報源からの集計記事によると、量子技術への世界的な投資と国家戦略が活発化していることが報じられ
ています。特に韓国を含む各国政府が、量子技術の研究開発と産業応用を加速させるための戦略的な取り組みを
進めていることが示唆されています。これらの戦略は、量子プロセッサの性能向上、量子エラー訂正、耐量子暗
号の開発など、多岐にわたるトピックをカバーしています。

各国は、次世代の技術競争において優位に立つため、国家レベルでの大規模な資金投入を行っています。この記
事は、量子技術が経済、安全保障、科学研究の未来を形作る上で不可欠な要素であるという認識が高まっている
ことを示しており、その発展がグローバルな技術競争において重要な意味を持つことを強調しています。
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#15 KAIST原子力・量子工学科、衛星推進技術の国産化に関与

公開日 2026年04月10日  |  Supple -  (MoneyToday)  |  韓国

概要

韓国のスタートアップであるコスモビーが、人工衛星の移動技術の国産化を目指しており、その技術開発にK
AIST（韓国科学技術院）の原子力・量子工学科が深く関わっていることが報じられました。コスモビーのパ
ク・ドンハ代表は、宇宙で自由に移動できる技術がニュースペース時代における韓国の宇宙産業発展に不可
欠であると述べています。彼らは、従来の化学燃料方式ではなく、電気推進システムであるホールスラスタ
の開発に注力しており、KAISTのチェ・ウォンホ教授の電気推進研究室で技術を磨きました。

詳細

韓国のスタートアップであるコスモビーが、人工衛星の移動技術の国産化を目指しており、その技術開発にKAIS
T（韓国科学技術院）の原子力・量子工学科が深く関わっていることが報じられました。コスモビーのパク・ド
ンハ代表は、宇宙で自由に移動できる技術がニュースペース時代における韓国の宇宙産業発展に不可欠であると
述べています。彼らは、従来の化学燃料方式ではなく、電気推進システムであるホールスラスタの開発に注力し
ており、KAISTのチェ・ウォンホ教授の電気推進研究室で技術を磨きました。

この技術は、低軌道衛星群の運用において、燃料効率を向上させ、衛星の搭載量を最小限に抑えるために重要で
す。長期的には、火星への物資輸送システム構築に貢献することを目指しており、宇宙産業における量子工学の
応用可能性を示唆しています。この国産化の取り組みは、韓国の宇宙技術の自立性を高め、国際的な宇宙開発競
争における地位を強化することに貢献すると期待されています。
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#16 量子脅威懸念の中、ビットコインの耐量子暗号への移行が議論される

公開日 2026年04月08日  |  AMBCrypto (indexed by VonWallace.com)  |  グローバル

概要

サムソン・モウ氏が、ビットコインの耐量子暗号への迅速なアップグレードは逆効果になる可能性があると
主張し、仮想通貨コミュニティ内で議論が巻き起こっています。量子コンピューティングが現在の暗号化方
式を破る可能性が指摘される中、ビットコインのような主要な仮想通貨のセキュリティは喫緊の課題となっ
ています。モウ氏は、拙速な移行がかえってシステムに問題を引き起こすリスクを警告しています。

詳細

サムソン・モウ氏が、ビットコインの耐量子暗号への迅速なアップグレードは逆効果になる可能性があると主張
し、仮想通貨コミュニティ内で議論が巻き起こっています。量子コンピューティングが現在の暗号化方式を破る
可能性が指摘される中、ビットコインのような主要な仮想通貨のセキュリティは喫緊の課題となっています。モ
ウ氏は、拙速な移行がかえってシステムに問題を引き起こすリスクを警告しています。

この議論は、量子コンピュータの進化が仮想通貨市場にもたらす潜在的な影響と、それに対する適切な対応策の
模索を浮き彫りにしています。耐量子暗号の実装は技術的な複雑さを伴い、既存のシステムとの互換性や安定性
を考慮した慎重なアプローチが求められています。この議論は、将来の量子脅威に対する備えと、現在のシステ
ムの安定性維持とのバランスを見つけることの重要性を示しています。
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#17 日本政府、「量子コンピュータ次世代機開発・実証の加速」に関する公募を開始

公開日 2026年04月08日  |  はてなアンテナ - 公務員採用試験 最新情報（東日本版） (indexing a government announcement)  |  日本

概要

日本政府は、2026年度の「二国間クレジット制度（JCM）等を活用した低炭素技術普及促進事業」の公募と
並行して、「量子コンピュータ次世代機開発・実証の加速」に関する公募を開始しました。この公募は、日
本の量子技術戦略の一環として、次世代量子コンピュータの研究開発と実証を加速させることを目的として
います。政府は、国内の産学官連携を強化し、量子コンピュータの早期実用化を目指しています。

詳細

日本政府は、2026年度の「二国間クレジット制度（JCM）等を活用した低炭素技術普及促進事業／定量化促進事
業／JCMクレジット化支援調査事業」の公募と並行して、「量子コンピュータ次世代機開発・実証の加速」に関
する公募を開始しました。この公募は、日本の量子技術戦略の一環として、次世代量子コンピュータの研究開発
と実証を加速させることを目的としています。政府は、国内の産学官連携を強化し、量子コンピュータの早期実
用化を目指しています。

この投資は、量子ビット数の増加、エラー率の低減、コヒーレンス時間の延長など、量子プロセッサの性能向上
に焦点を当てています。日本の量子技術分野における国際競争力の強化と、新たな産業創出への貢献が期待され
ており、長期的な国家目標の達成に向けた重要なステップとなります。
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#18 特異点に近づくAI技術トレンドに関する議論、量子コンピュータにも言及

公開日 2026年04月09日  |   ( )  |  韓国

概要

韓国のオンラインコミュニティであるアカライヴの「
」では、特異点に近づいているとされるAI技術の現状について活発な議論が交わされています。この議
論の中で、「超電導体、量子コンピュータ、核融合、炭素捕獲、どうか」といった次世代技術への言及があ
りました。ユーザーは、量子コンピュータの進歩がAIの能力を飛躍的に向上させる可能性について関心を示
しています。

詳細

韓国のオンラインコミュニティであるアカライヴの「
」では、特異点に近づいているとされるAI技術の現状について活発な議論が交わされています。この議論の
中で、「超電導体、量子コンピュータ、核融合、炭素捕獲、どうか」といった次世代技術への言及がありました
。ユーザーは、量子コンピュータの進歩がAIの能力を飛躍的に向上させる可能性について関心を示しています。

また、AIが人間のような計算力や推論力を持つことが特異点と見なされることについても議論されています。こ
れは、韓国における技術コミュニティが、AIと量子コンピューティングの融合がもたらす未来の可能性に注目し
ていることを示しており、技術の進歩が社会に与える影響についての広範な関心を反映しています。
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#19 自律移動ロボット向け量子インスパイアード最適化コンピュータ

公開日 2026年04月07日  |  はてなアンテナ - sokkiniichanのアンテナ (indexing a story from Toshiba)  |  日本

概要

東芝が、自律移動ロボットに世界初の量子インスパイアード最適化計算機を搭載したというストーリーが紹
介されています。この技術は、ドローンの脅威に対抗するための防空の最前線に位置づけられています。量
子インスパイアード最適化計算機は、複雑な最適化問題を高速で解決できる能力を持ち、ロボットの経路計
画や意思決定の精度向上に貢献します。

詳細

東芝が、自律移動ロボットに世界初の量子インスパイアード最適化計算機を搭載したというストーリーが紹介さ
れています。この技術は、ドローンの脅威に対抗するための防空の最前線に位置づけられています。量子インス
パイアード最適化計算機は、複雑な最適化問題を高速で解決できる能力を持ち、ロボットの経路計画や意思決定
の精度向上に貢献します。

この進展は、量子技術が産業応用、特にロボティクス分野にもたらす大きな可能性を示しています。東芝のこの
取り組みは、日本の量子技術が現実世界の問題解決にどのように貢献できるかを示す好例であり、将来の防衛技
術やスマートシティインフラにおける重要な進歩を予感させます。
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#20 AI、量子物理学、東洋の神秘主義が私たちがビデオゲームの中にいることに同
意

公開日 2026年04月07日  |  Digital Collections  |  グローバル

概要

この学術的な記事は、AI、量子物理学、そして東洋の神秘主義が、私たちがビデオゲームの中にいるという
考えに同意する理由を探求しています。量子物理学の概念、特に観察者の役割と現実の性質に関する議論が
中心です。AIのシミュレーション能力と、シミュレーション仮説が提示する現実の理解についても触れられ
ています。

詳細

この学術的な記事は、AI、量子物理学、そして東洋の神秘主義が、私たちがビデオゲームの中にいるという考え
に同意する理由を探求しています。量子物理学の概念、特に観察者の役割と現実の性質に関する議論が中心です
。AIのシミュレーション能力と、シミュレーション仮説が提示する現実の理解についても触れられています。

東洋哲学の概念との比較を通じて、これらの異なる分野がどのように共通の洞察に至るのかを考察しています。
この記事は、量子コンピューティングの発展が、宇宙や現実に関する私たちの根本的な理解にどのような影響を
与えるかについての哲学的議論を深めるものであり、科学と哲学の交差点における興味深い洞察を提供します。
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#21 Broken Quantum:
オープンソース量子コンピューティングシミュレータエコシステム全体のセキュ
リティ脆弱性に関する系統的な形式検証研究
公開日 2026年04月09日  |  arXiv preprint (arXiv:2604.06712)  |  米国

概要

この論文は、オープンソースの量子コンピューティングシミュレータエコシステムに対する初の包括的な正
式なセキュリティ監査である「Broken Quantum」を紹介しています。研究では、Z3
SMTソルバーに裏打ちされた4つのモジュールからなる静的解析エンジンCOBALT
QAIを使用して、12カ国22の組織にわたる45のオープンソース量子シミュレーションフレームワークを分析
しました。合計547件のセキュリティ上の欠陥が発見され、そのうち40件がクリティカル、49件が高危険度
と分類されました。

詳細

この論文は、オープンソースの量子コンピューティングシミュレータエコシステムに対する初の包括的な正式な
セキュリティ監査である「Broken Quantum」を紹介しています。この研究では、Z3
SMTソルバーに裏打ちされた4つのモジュールからなる静的解析エンジンCOBALT
QAIを使用して、12カ国22の組織にわたる45のオープンソース量子シミュレーションフレームワークを分析し
ました。研究者たちは、合計547件のセキュリティ上の欠陥を発見し、そのうち40件がクリティカル、49件が高
危険度と分類されました。

これらの発見は、ほとんどの量子アルゴリズム研究の基盤となる古典ソフトウェアのセキュリティにおける重要
なギャップを浮き彫りにしています。この研究は、現在の潜在的に脆弱なシミュレータへの依存が、量子ソフト
ウェア開発および将来の量子アプリケーションの完全性とセキュリティを損なう可能性があることを示唆してお
り、その影響は甚大です。この方法論は厳密な形式的検証プロセスに焦点を当てており、これにより、より厳格
でないテスト方法では見過ごされる可能性のある欠陥を体系的に発見することが可能になりました。
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#22 異種アーキテクチャは、詳細な会計処理の下でフォールトトレラント量子コンピ
ューティングに必要な物理量子ビットを138倍削減することを可能にする

公開日 2026年04月09日  |  arXiv preprint (arXiv:2604.06319)  |  米国

概要

この研究は、今後10年間で数十万規模に拡大すると予測されるフォールトトレラント量子コンピューティン
グの物理量子ビット要件という大きな課題に取り組んでいます。著者たちは、これまで量子コンピュータア
ーキテクチャを妨げてきた、ボトムアップの物理デバイス主導の課題とトップダウンの量子エラー訂正（QE
C）コード主導の考慮事項を統合する新しいアプローチを提案しています。異種アーキテクチャを採用するこ
とで、フォールトトレランスを達成するために必要な物理量子ビットの数を138倍削減できることを詳細な
計算に基づいて示しています。

詳細

この研究は、今後10年間で数十万規模に拡大すると予測されるフォールトトレラント量子コンピューティングの
物理量子ビット要件という大きな課題に取り組んでいます。著者たちは、これまで量子コンピュータアーキテク
チャを妨げてきた、ボトムアップの物理デバイス主導の課題とトップダウンの量子エラー訂正（QEC）コード主
導の考慮事項を統合する新しいアプローチを提案しています。異種アーキテクチャを採用することで、この研究
は、フォールトトレランスを達成するために必要な物理量子ビットの数を138倍削減できることを詳細な計算に
基づいて示しています。

この削減は、実用的なフォールトトレラント量子システムを実現するための現実的な道筋を示唆しており、より
複雑な量子計算を以前の予測よりも早く実現できる可能性を秘めています。主要な発見は、理論的なQECの進歩
とハードウェアの実用的な制約との間のギャップを埋め、将来の量子プロセッサ設計のためのより効率的な青写
真を提供しています。

量子コンピュータ  |  2026年04月11日  |  Search Grounding (Gemini API)  |  Page 24/32



#23 TOPPANホールディングス・NICT・ISARA、認証局における耐量子計算機暗
号へのシームレスな移行技術を実証

公開日 2026年04月09日  |  プレスリリース (Toppan Holdings, NICT, ISARAより)  |  日本

概要

TOPPANホールディングス、情報通信研究機構（NICT）、およびISARAコーポレーションは、認証局におけ
る耐量子計算機暗号（PQC）へのシームレスな移行技術の実証に成功しました。この共同研究は、量子コン
ピュータが現在の暗号標準にもたらす脅威を考慮すると、量子耐性暗号への円滑な移行を可能にする技術の
有用性を確認しました。実証は特に、移行プロセス中の混乱を最小限に抑えながら、認証局の既存インフラ
ストラクチャ内での実用的な実装に焦点を当てました。

詳細

TOPPANホールディングス、情報通信研究機構（NICT）、およびISARAコーポレーションは、認証局における
耐量子計算機暗号（PQC）へのシームレスな移行技術の実証に成功しました。この共同研究は、量子コンピュー
タが現在の暗号標準にもたらす脅威を考慮すると、量子耐性暗号への円滑な移行を可能にする技術の有用性を確
認しました。実証は特に、移行プロセス中の混乱を最小限に抑えながら、認証局の既存インフラストラクチャ内
での実用的な実装に焦点を当てました。

主要な発見は、現在のシステムを完全に刷新することなくPQCを統合する実現可能性を強調しており、量子時代
のデジタルセキュリティを強化するための重要な一歩となります。この進歩は、安全なデジタルIDと通信に依存
する様々な分野に大きな影響を与え、将来の量子攻撃に対する堅牢な保護への道筋を提供します。
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#24 ベイン・アンド・カンパニーとIBM、ポスト量子暗号リスク評価・対策で提携

公開日 2026年04月08日  |  ニュース/業界レポート (はてなアンテナ経由)  |  日本

概要

ベイン・アンド・カンパニーは、ポスト量子暗号（PQC）に関連するリスクを評価し、対策を講じるための
サービスを提供するためにIBMと提携したと発表しました。この提携は、組織が量子コンピューティングの
脅威に対する脆弱性を評価し、量子安全な暗号ソリューションへの移行戦略を策定するのを支援することを
目的としています。このパートナーシップは、ベイン・アンド・カンパニーの戦略コンサルティングの専門
知識と、IBMの量子コンピューティングとPQCに関する深い技術的知識を組み合わせています。

詳細

ベイン・アンド・カンパニーは、ポスト量子暗号（PQC）に関連するリスクを評価し、対策を講じるためのサー
ビスを提供するためにIBMと提携したと発表しました。この提携は、組織が量子コンピューティングの脅威に対
する脆弱性を評価し、量子安全な暗号ソリューションへの移行戦略を策定するのを支援することを目的としてい
ます。このパートナーシップは、ベイン・アンド・カンパニーの戦略コンサルティングの専門知識と、IBMの量
子コンピューティングとPQCに関する深い技術的知識を組み合わせています。

主な目標は、企業や政府が量子セキュリティの複雑な状況を乗り切るのに役立つ包括的なアプローチを提供する
ことです。このイニシアチブは、PQCの標準化と実装が進むにつれて、将来の量子攻撃から機密データと重要イ
ンフラを保護するために積極的な対策が必要となるため、特に重要です。この提携は、PQC戦略に対する業界内
での認識の高まりを示唆しており、理論的な議論を超えて実用的な展開へと移行していることを意味します。
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#25 NEDO、「ポスト5G情報通信システム基盤強化研究開発事業（社会課題解決に
向けた量子コンピュータ次世代機開発・実証の加速）」の公募を開始

公開日 2026年04月09日  |  NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）プレスリリース/公募要領  |  日本

概要

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、ポスト5G情報通信システム基盤強化
研究開発事業の公募を開始しました。このイニシアチブの主要な構成要素は、様々な社会課題の解決を目的
とした次世代量子コンピュータの開発と実証の加速です。この発表は、日本政府が将来の通信システムと社
会問題解決のための国家戦略の重要な要素として、量子技術に継続的かつ多額の投資を行っていることを示
しています。

詳細

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、ポスト5G情報通信システム基盤強化研究
開発事業の公募を開始しました。このイニシアチブの主要な構成要素は、様々な社会課題の解決を目的とした次
世代量子コンピュータの開発と実証の加速です。この発表は、日本政府が将来の通信システムと社会問題解決の
ための国家戦略の重要な要素として、量子技術に継続的かつ多額の投資を行っていることを示しています。

このプロジェクトは、量子コンピューティングにおけるイノベーションを促進し、実用的なアプリケーションを
実現するために現在の能力の限界を押し広げることを目指しています。この資金提供の機会は、量子コンピュー
タ開発に関わる日本の研究機関や企業にとって重要な意味を持ち、この分野の進歩のための重要な財政支援と戦
略的指針を提供します。これにより、日本の量子技術が世界市場での競争力を高め、社会に貢献することが期待
されます。
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#26 量子コンピューティングが2026年までにDeFiランドスケープを再構築する役割

公開日 2026年04月10日  |  Kirolsite  |  米国

概要

Kirolsiteの記事は、量子コンピューティングを含む新興技術が2026年までに分散型金融（DeFi）の状況をど
のように変革するかを強調しています。この記事は、AIやIoTと並んで量子コンピューティングの統合が、オ
フチェーン取引の柔軟性と効率性を高める上で極めて重要であると論じています。記事の広範な焦点は暗号
資産の出口戦略ですが、このセグメントは、量子技術の進歩がDeFiプラットフォームの基盤となるセキュリ
ティと処理能力に与える深遠な影響を強調しています。

詳細

Kirolsiteの記事は、量子コンピューティングを含む新興技術が2026年までに分散型金融（DeFi）の状況をどの
ように変革するかを強調しています。この記事は、AIやIoTと並んで量子コンピューティングの統合が、オフチ
ェーン取引の柔軟性と効率性を高める上で極めて重要であると論じています。記事の広範な焦点は暗号資産の出
口戦略ですが、このセグメントは、量子技術の進歩がDeFiプラットフォームの基盤となるセキュリティと処理能
力に与える深遠な影響を強調しています。

その意味するところは、量子コンピューティングが分散型ネットワーク内でのより安全で高速かつ複雑な金融操
作を可能にし、潜在的に新しい形態の金融商品やサービスにつながる可能性があるということです。この記事は
、業界関係者がDeFiのユーザーエクスペリエンスと全体的なアクセシビリティを向上させるために、これらの高
度な技術をますます検討しており、テクノロジーをより堅牢で民主的なものにすることを示唆しています。
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#27 量子コンピューティング：デジタル暗号化の静かなるキラー

公開日 2026年04月05日  |  IT Security News Info  |  米国

概要

IT Security News
Infoの記事は、量子コンピューティングが、主に現代の暗号システムを破る可能性から、人工知能よりもデ
ジタルセキュリティに対するより大きな長期的な脅威であると警告しています。AIの進歩が倫理的および社
会的リスクで注目を集めることが多い一方で、量子技術の静かな進歩は、データ保護の基盤となるセキュリ
ティを着実に侵食しています。この記事は、現在の暗号標準を危険にさらすことができる量子アルゴリズム
の開発が、同じ種類の量子マシンが意味のある量子アプリケーションを可能にすることも示唆していると強
調しています。

詳細

IT Security News
Infoの記事は、量子コンピューティングが、主に現代の暗号システムを破る可能性から、人工知能よりもデジタ
ルセキュリティに対するより大きな長期的な脅威であると警告しています。AIの進歩が倫理的および社会的リス
クで注目を集めることが多い一方で、量子技術の静かな進歩は、データ保護の基盤となるセキュリティを着実に
侵食しています。この記事は、現在の暗号標準を危険にさらすことができる量子アルゴリズムの開発が、同じ種
類の量子マシンが意味のある量子アプリケーションを可能にすることも示唆していると強調しています。

中心的な議論は、サイバーセキュリティ業界が、差し迫ったリスクを軽減するためにポスト量子暗号（PQC）へ
の移行を優先する必要があるというものです。その意味するところは、組織や政府が、暗号的に関連する量子コ
ンピュータの出現に先立って、機密情報と重要インフラを保護するためにPQCの研究と実装に投資することが緊
急に必要であるということです。
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#28 量子アルゴリズムの二重性：暗号脅威と有意義な応用

公開日 2026年04月04日  |  The Quantum Insider  |  米国

概要

The Quantum
Insiderの記事は、量子アルゴリズムの二重の性質を探求しており、特に、既存の暗号を破ることができる量
子コンピュータの同じ機能が、重要な肯定的なアプリケーションにもつながる可能性があることを強調して
います。この記事は、デジタル暗号化に対する量子マシンの脅威が大きな懸念事項である一方で、それが「
意味のある量子アプリケーション」の可能性を同時に示していると提言しています。暗号攻撃を可能にする
根底にある原理が、量子化学シミュレーション、高度な最適化問題、新薬開発などの有益な分野に転用でき
るという考えを探っています。

詳細

The Quantum
Insiderの記事は、量子アルゴリズムの二重の性質を探求しており、特に、既存の暗号を破ることができる量子コ
ンピュータの同じ機能が、重要な肯定的なアプリケーションにもつながる可能性があることを強調しています。
この記事は、デジタル暗号化に対する量子マシンの脅威が大きな懸念事項である一方で、それが「意味のある量
子アプリケーション」の可能性を同時に示していると提言しています。暗号攻撃を可能にする根底にある原理が
、量子化学シミュレーション、高度な最適化問題、新薬開発などの有益な分野に転用できるという考えを探って
います。

主要な意味合いは、量子コンピューティングの進歩は、たとえ脅威に見えるものであっても、さまざまな領域に
おけるテクノロジーの急成長する力を証明しているということです。この記事は、リスク軽減だけでなく、産業
的および科学的進歩のための量子アルゴリズムのより広範な可能性を活用することにも焦点を当てるよう促し、
バランスの取れた視点を奨励しています。
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#29 ビットコインはポスト量子暗号への移行を急ぐべきか？

公開日 2026年04月08日  |  AMBCrypto  |  米国

概要

AMBCryptoの記事は、ビットコインがポスト量子暗号（PQC）への移行を急ぐべきかどうかという議論を論
じています。サムソン・モウなどの人物が、ビットコインのPQCへの迅速なアップグレードは、良いことよ
りも多くの害をもたらす可能性があると主張していることを強調しています。この議論は、ビットコインの
ような大規模な分散型システムで新しい暗号標準を性急に実装することの複雑さと潜在的なリスクを掘り下
げています。

詳細

AMBCryptoの記事は、ビットコインがポスト量子暗号（PQC）への移行を急ぐべきかどうかという議論を論じて
います。サムソン・モウなどの人物が、ビットコインのPQCへの迅速なアップグレードは、良いことよりも多く
の害をもたらす可能性があると主張していることを強調しています。この議論は、ビットコインのような大規模
な分散型システムで新しい暗号標準を性急に実装することの複雑さと潜在的なリスクを掘り下げています。

主要な発見は、将来の量子脅威に対する積極的なセキュリティ対策と、現在のブロックチェーンアーキテクチャ
の安定性と整合性との間のトレードオフを中心に展開しています。この記事は、性急な移行が新たな脆弱性や運
用上の問題を引き起こす可能性があり、慎重な計画と徹底的なテストを提唱していることを示唆しています。こ
の分析は、主要な暗号通貨とより広範な金融セクターの長期的なセキュリティロードマップにとって重要な意味
を持ち、量子安全な移行への戦略的アプローチの必要性を強調しています。

量子コンピュータ  |  2026年04月11日  |  Search Grounding (Gemini API)  |  Page 31/32



#30 2026年杭州国際光電子博覧会で量子ドット技術が注目される

公開日 2026年04月09日  |  COTV International (展示会主催者/ニュース)  |  中国

概要

2026年4月9日から11日まで開催される「2026杭州国際光電子博覧会」では、新しいディスプレイ分野で「
量子ドット技術」が大きく取り上げられています。この博覧会は、光電子産業全体の最先端のイノベーショ
ンを紹介する重要なプラットフォームとして機能します。量子ドット技術の採用は、高度なディスプレイソ
リューション、フレキシブルディスプレイにおけるその重要性の高まりを強調しており、フォトニック量子
アプリケーションへのより広範な影響も示唆しています。

詳細

2026年4月9日から11日まで開催される「2026杭州国際光電子博覧会」では、新しいディスプレイ分野で「量子
ドット技術」が大きく取り上げられています。この博覧会は、光電子産業全体の最先端のイノベーションを紹介
する重要なプラットフォームとして機能します。量子ドット技術の採用は、高度なディスプレイソリューション
、フレキシブルディスプレイにおけるその重要性の高まりを強調しており、フォトニック量子アプリケーション
へのより広範な影響も示唆しています。

この博覧会は、それ自体が展示会ですが、量子ドットのような特定の新興技術に焦点を当てることは、これらの
分野における活発な研究開発と市場の関心を示しています。この強調は、次世代ディスプレイの開発に不可欠で
あり、フォトニック量子コンピューティングのコンポーネントにも関連する、材料科学と工学における継続的な
進歩を示唆しています。この博覧会は、コラボレーションと技術交流を促進し、光電子技術の実験室研究から産
業応用への移行を加速することを目指しています。
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